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早いもので、我が子がかりいほに入所してから 10 回目の春を迎えようとしていま

す。私達保護者が安心して生活が出来て、仕事にも励んで来られましたのは、かりい

ほのおかげです。この場をお借りして、施設長初め職員の方々、運営法人や外部協力

者の皆様方、後援会会員の皆様方に、厚く御礼申し上げます。 

かりいほは昭和 54 年の開設以来、知的障害は軽いけれども社会生活が難しい人を

受け入れてきました。家庭や地域では生活が難しく、やっと居場所を得られた人達で

す。かりいほで生活のやり直し(生き直し)をして、開所以来約 160 名の方が次の生活

の場へと移って行きました。 

「障害者自立支援法」は、かりいほの存続を危うくしました。それはかりいほで生

活する人達のことが見えていないからです。ここの人達は生活に必要な事はほとんど

自立しています。「障害者自立支援法」の解釈では一番手のかからない人と判断さ

れ、6段階から成る障害支援区分も軽いほうになってしまい、施設への助成金が極め

て低い金額となるのです。しかし実際は全く違います。皆身体的には元気な人がほと

んどで、自分勝手な考えや都合で行動します。それは施設内だけでなく、外にも出て

行きます。そうなると当然様々な事件となってしまいます。一時も目が離せない人が

沢山いるのです。 

当然それに関われるだけの職員の人数が必要になりますが、限られた財源では職員

が増やせません。以来石川施設長は、様々な場所で何年にも渡り「障害を理解されな

いがゆえに生きることが難しい人」への関わりの難しさや、大切さを必死に訴えて来

ました。 

結果、少しずつ理解されるようになり、制度の見直しや障害支援区分も少しずつ上

がりました。いくつかの助成金もいただけた事で、今は職員配置も 2対 1の定数を満

たすまでになりました。 

ただ、それでもなお支援の難しい利用者のため、または暴力などの不測の事態に対

応するには足りないと感じております。力づくで押さえつけなくてはならない場面で

は、結果的に不適切と思われる事態に繋がることも少なくありません。 

それでも、行き場の無い障害者にひたすら誠実に向き合う「かりいほ」は、絶対に

なくてはならない施設です。 

私達保護者は、我が子への誠実な対応を望みつつ「かりいほ」存続の為に、できる

限りの協力は続けていかなければならないと考えております。 

 

本年度かりいほ保護者会会長に就任しました伊藤正子様か

ら寄稿いただきました。 
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新しくかりいほの冬場の仕事として、ぎんなん畑の管理、ぎんなんの収穫・加工・

販売を行っていきます。冬の時期は、お茶の仕事が落ち着くということもあり、仕事

が手薄になりがちでした。そのような中、那須農業振興事務所様よりお話があり、那

須ぎんなんクラブ様の協力を得て、実現しました。 

 ぎんなんは、広く作られている物で四種類あります。早生長円形の金兵衛（きんべ

え）、中生円形の久寿（きゅうじゅ）、晩生豊円形の藤九郎（とうくろう）、中生で

落葉期の遅い栄神（えいしん）という種類です。その中で、今回作ることになったの

は、中生円形の久寿（きゅうじゅ）です。この品種は、殻が硬く割りにくいという特

徴がありますが、食味は最高の評価を受けています。そこまでの味を目指しています

ので、期待ください 

施設に御越しの際は、かりいほのぎんなんを是非一度、ご賞味ください。 

 

ぎんなんをえり分ける 

ぎんなん、えり分け中 
久寿（ぎんなんの木） 

ぎんなん、収穫開始！ 
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今年もかりいほ恒例のクリスマス会が行われました。女子チームはケーキ作

り。今年は種類豊富なトッピングもあり、豪華なクリスマスケーキが出来上が

りました！調理さんが作ってくれたおいしい食事、デザートにケーキをペロ

リ。ビンゴ大会では年々景品がグレードアップし、お菓子の詰め合わせ、ぬい

ぐるみ、マグカップ等、みんな欲しい商品をねらってビンゴに参加。喜んだり

がっかりしたりして、大いに盛り上がりました。 

いつもは室内で行う餅つきですが、今年は外で行いました。天気も良く、開放的

な雰囲気での餅つき。機械でつくお餅が多くなっていますが、かりいほは昔から杵

と臼です。つくのは大変ですが、自分たちで作ったお餅は格別です。お腹い～っぱ

い食べました。 

クリスマス会 

餅つき大会 
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高舘まつり 

11 月 21、22 日に旧両郷中学校グラウンドにて高舘まつりが行われました。わ

たあめや結び織り、リース、お茶、炭、野菜等販売し、天候にも恵まれ、両日た

くさんの人に来ていただきました。利用者も数名参加し、販売の手伝いをしてく

れました。 

わたあめは水色とピンクの色があり、子供に大人気でした。職員と利用者が協

力し合い、売り上げ個数では断トツの 1 位となりました。結び織りは実演販売を

行い、1 つ 1 つ丁寧に仕上げていることを多くの方に知っていただけました。中

にはとても興味を持たれ、オーダーメイドをしたいという方もいらっしゃいまし

た。リースはクリスマスバージョンもあり、たくさんの人に手に取っていただき

ました。利用者が自らリースの紹介をし、地域の方々とコミュニケーションを取

る機会となりました。また、隣のスペースでは実習に行っている利用者が、実習

先の方々と焼き鳥などの販売を行い、お客さんへの声掛けなど元気に楽しくやっ

ていたようです。 

今回の高館まつりを経て、様々な方にかりいほを知っていただく良い機会とな

りました。利用者にとっても地域の方々と触れ合う事で、かりいほではできない

経験をしたと思います。かりいほにとっても、利用者にとっても貴重な 2 日間で

した。 

 

かりいほホームページが新しくなりました。 

ｈｔｔｐ://ｋａｒｉｉｈｏ.ｗｉｘ.ｃｏｍ/ｈｏｍｅ 


